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木育リーダー研修「ひなた箱」づくり木育リーダー研修「ひなた箱」づくり
保育者へみやざき木育プログラムの研修を通して、木育への理解及び目的の共有化を図り、

モデル園内からの木育推進及びサポート体制の確立を目指す研修会を実施しました。

みやざき木育プログラム年長児「ひなた箱」づくりみやざき木育プログラム年長児「ひなた箱」づくり

一般社団法人KASANEの松井氏と吉田氏の監修のもと、モデル園２園で、

年長児プログラムの「ひなた箱」作りのスタートアップが実施されました。

VOL.28VOL.28 VOL.28VOL.28

　ひなた箱づくりは、日常保育の中で継続的に実施する年長児対象の

プログラムです。プログラムの導入として紙芝居『うさぎさんのひなた

箱作り』があります。あやめ原こども園ではスクリーンで映し出し、ひか

りの森こども園では、保育者が子どもたちとサ地域ポーターの方に読

み聞かせを行いました。

　その後は、それぞれの園の保育者が組み立て方や、道具の使い方を

説明し、地域サポーターの手伝いのもと、組み立てていきました。

　今回は、直角を確認するための道具であるスコヤと、釘を打つ玄翁

を初めて使用しましたが、事前に玄翁を打つ練習をして本番をむかえ

ました。

日　　 時：令和７年６月４日（水）、５日（木）1０:00～16:00　　

場　　 所：ひかりの森こども園（三股町）

講　　　師：一般社団法人KASANE 代表理事　松井 勅尚 氏、理事 吉田 理恵 氏

参加人数：１７名（ひかりの森こども園保育者３名、あやめ原こども園保育者３名、めぐみ保
                育園保育者２名、四季の森こども園保育者１名、都城木青会６名、事務局２名）

▶ アイスブレイク▶ アイスブレイク

　県内の保育者と都城木青

会の方が参加しました。好

きな木とその理由を踏まえ

自己紹介をしながら交流す

ることから始め、 今回の研

修のタイトル「○○を通して

□□」について吉田先生か

ら説明がありました。「今ま

で、国が進める『木育』 とい

うと、木育を広げるという

目的意識が強かったのです

が、木育は手段にすぎない

という考え方が強くなって

きています。テーマの〇〇

に当てはまる言葉は「木育」

だけでなく様々な言葉が入

るので、みやざき木育プロ

グラムを通して、自分なりに

〇〇と□□にどんな言葉を

当てはめるかを考えてほし

いと思います。」

▶ ガイダンス講義▶ ガイダンス講義

　宮崎県はスギの素材生産

量が日本一となるなど、人が

育てる人工林が多いです。

そういった人が関わっていっ

た自然は、最後まで人が関

わっていくことが大事です。

　担い手は直近の高校生を

育成していくことも大事で

すが、幼少期からの長い目

で育てることも大事だとい

うことで、このプログラムを

進めています。

▶ 木の基本知識▶ 木の基本知識
　ひなた箱づくり　ひなた箱づくり

　木の特性（木目、色目、そり

等）やそれをふまえた組み立

て方や作業工程、子どもを

指導する上でのポイントを

学びながら、ひなた箱づくり

を行いました。

　今回初めて使う道具は玄翁

です。その使い方を学び練

習してから組み立てました。

　研修の目的と目標を確認したうえで、ひなた箱作りに入ります。

（目的）日常保育の中で安全に木育活動を継続させるために、木材の

基礎知識を学び、木工道具の安全な使い方指導が出来るようにする。

（目標) ①木についての知識を学ぶ。②木工道具を安全に使わせる

ための知識技術を学ぶ。③作り方や道具の使い方だけでなく、背景

や願い、意図を理解しながら伝えることの大切さを知る。

　

　背景も掘り下げながら子供たちや地域の人たちに知識として取り

入れていって欲しいと思います。

▶ ふりかえり▶ ふりかえり

　第1期モデル園、第２期モ

デル園、木青会のメンバー

で、今回の感想や２週間後

のひなた箱スタートアップ

に向けた意見交換を行いま

した。今回参加された木青

会の皆さんの感想も一部

ご紹介します。

　「スタートアップでは、全て

の工程を伝えると、聞き慣

れない道具もあり、一つ一つ

の工程を伝えれば良いとい

うアドバイスを頂いたので、

スタートアップでは細かく分

けて指導していきたいと思

います。」「スタートアップに

向けて分からないことが沢

山あったので、どのように進

めているのか伺え、とても

参考になりました。」「道具

が足りない時は、木青会から

も借りることが出来るという

ことですので、地域の方との

交流も含めながら木育を進めていきたいと思います。」

　

「私たちも木工工作はやっているが、簡単なキットで作っていたので、

今日は直角を見ながらやったりする等、今までの知識では出来ないと

思った。」「木青会と保育園との繋がりは今まであったが、都城以外

にも保育園がこんなに木育をやっているのはとても驚いた。」「自分

たちは都城圏域でしか活動は出来ないが、県内には木青会は７つあ

るので、今回参加されている圏域外の園とも、何かしらの繋がりが

出来たのではないかと思う。都城木青会に限らず、引き続きお付き

合いをさせて頂きたいと思う。」

あやめ原こども園（都城市）

日　　 時：令和７年６月２５日（水）1０:00～1２:00

参加人数：4７名（園児１５名、地域サポーター２４名（保護者１２名・

　　　　　　　  高齢者７名・南九大生５名）、園長、保育者４名、事務局３名）

見　　　学：７名（県議２名、市議２名、ひかりの森こども園３名）

ひかりの森こども園（三股町）

日　　 時：令和７年６月２６日（木）1０:00～1２:00

参加人数：4８名（園児１９名、地域サポーター２２名（保護者）、保育者４名、

　　　　　　　　事務局３名）

▶ ひなた箱づくり▶ ひなた箱づくり

【園児】

「トントンするのが楽しかった。」「ボンドを塗るのが楽しかった。」「釘を

打つところが難しかった。」「作ることが楽しかった。」

【地域サポーター】

「貴重な体験をさせて頂いた。釘を打つのも久々の経験だし、子ども

にはのこぎりや釘打ちは危なくてさせていなかったのでとても楽しい

経験だった。」「回を重ねる度に上手くなっている。」

▶ 各園参加者の感想▶ 各園参加者の感想

【あやめ原こども園】

「今日を迎えるにあたり、第一期モデル園の保育者と意見交換をさせて

頂きながらプログラムを進めていけたことに感謝でいっぱいである。」 

「保護者、地域の方、学生が慣れ親しんだ方のように一緒にやって園児

が楽しんでる姿を見て凄く良かった。」 

　「自分たちで工夫する力や園で求めている自分で考えて行動するこ

とが木育を通して出来ていると感じた。 」

【ひかりの森こども園】

「今回、ひなた箱作りを通して、作り手の人の気持ちが凄く分かった。

木裏木表、柄とか釘打ち等々、今までただ買うだけだったが、この活

動を通して色んな人が携わっていて、作り手の思いも凄く分かった。

パートナーの凄さも分かったし、１人では出来ないし、みんなが協力し

ているんだなと感じる活動だった。」 「ひなた箱はこれから続きがある

ので、園児とどのようにして工夫しながら進めていくのかが楽しみで

ある。」

▶ ふりかえり▶ ふりかえり

　地域で子育てをする。少子化の今だからこそ、地域で子どもを支え

る関係性の構築が必要です。そのひとつの方法として木育プログ

ラムが有効ではないか？と考えます。 今回のプログラムはきっかけ

に過ぎず、日常保育で木と向き合う時間が増えることがねらい

です。ひなた箱を上手く作ることも大事ですが、もっと大切な

事は、紙や土と同じように、木が身近になることです。

▶ 松井先生より▶ 松井先生より

　日常保育の中であらかじめ道具の使い方を伝えていたことが良かっ

たと思います。日常の中に入り込んでいくことを大切にしている取り

組みだからです。また、自分で考えて立つ場所を移動したり動いたり

する様子を見て、主体的に考えることに繋がっていると感じました。 

　まとめのお話では木の命と、人の命が繋がっていることも抑えられ

ていて、保護者が集中して聞く姿に取り組みの意味や目的を理解され

ている様子が伝わってきました。普段のこども園での活動との連動性

も実感されたのではないでしょうか。

▶ 吉田先生より▶ 吉田先生より
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